
エ．輸送障害

オ．インシデント発生状況

 
  令和元年度の発生件数は、図－１０のとおり４８７件で、前年度（４３６件）より５１件増加している。
  また、部内原因による輸送障害９６件のうち車両が最も多く５９件となっている。
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図－10 輸送障害
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図－11 輸送障害の原因別件数 （令和元年度）
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図-12 インシデント原因別発生件数
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